
令和6年3月1日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

4
８０％

<外国語教育>
・ALTを活用したコミュニケーション活動中心の授業を複数回実施した。また、
ESATーJに備えたスピーキング練習を実践的に行った。
<科学的な思考>
・教科書の長文やストーリーの読解を通して、復唱することはできるようになった
が、生徒が自分の言葉でそれらを表現するレベルには至らなかった。
・おおたのものづくりを生かした体験活動や授業等で実施する計画が年間計画
にない。生活と結び付けて活用できるように授業を行った。
・タブレットを活用させる機会を多く取り入れることで、視覚的に理解しやすくし、
思考力の向上に繋がる授業展開を心掛けた。
・地理的分野等で大田区の特色等を踏まえて持続可能な社会に向けた取り組み
を考える授業を実施した。
<ＩＣＴ機器>
・ICTを活用した方がよい場面が授業内で何度か見られたが、積極にそれらを取
り入れることができなかった。
・単元によって使用に適したものがある。
・使用する時期には適時使用している。
・授業に生徒一人一台タブレットを活用させる機会を多くし何が理解不足なのか
を気づかせ、学力の定着を図った。特に、数学が苦手な生徒に関してはタブレッ
トを活用させて、復習させることで学ぶ意欲の向上を図った。実験の説明や演示
実験の際に活用。また、デジタル教科書内のコンテンツを活用した授業等を行っ
ている。教員は毎回の授業でスライドソフトを利用して授業を行っており、生徒は
グループワークの時に活用している。
<人権教育>
・英語科の教材の中で学んだ「黒人の歴史」と交えて、自分自身の身の回りの差
別や、これまで気が付かなかったマイノリティの存在を生徒が考える機会をつ
くった。
・いじめに関する授業を通して、人権感覚を養わせた。また、いじめアンケートを
通して聞き取りを行っている。
・道徳、総合的な学習等で自己と他者への理解を深める取り組みを実施した。
<体力向上>
・取り組み状況を私自身が把握していなかった。運動の内容を理解していない。
体力テストの結果を体育教員以外知らない。実践するのであれば、学校全体で

・人権教育や新しい教育科目を取り入れてると思う・
・人権についてはこれからも力を入れてほしいと思う。
・体力向上について評価が低かった。情報で共有するなど改
善したほうがいいと思う。
・大人の世界でも存在する「いじめ」について、いじめられる側
の子供の不安定な心理も分析する必要がありそうです。
・ICT機器が情報を得るためのものでなく、教科書・ノートとして
も活用できるようになるとよいと思います。
・教科書がデジタル化されることは登下校時の荷物の重さを
減らすことにもつながります。もちろん髪もいまだ重要です
が・・・.。
・「体力向上」の取り組みはとても難しそうです。
・外国語指導は機会の多さdが大切だといえる。YouTubeや地
域人材の活用等を利用して学習する場面を増やせるとよい。
ICTの活用も大切。
・社会に人権という概念が根付いた過程を学ぶことで社会と
自己との関係の理解が深まるのでは。
・生存するうえで知と体のバランスの大切さを考えることも必
要、走・投・登等の技術の学習も必要では。
・ICT機器が情報を得るためのものだけではなく、教科書・ノー
トとしても活用できるようになるとよいと思います。
・教科書がデジタル化されることは、登校時の荷物の重さを減
らすことにもつながります。もちろん紙もまだ封用ですが…。
・「体力向上」の取り組みはとても難しそうです。
・ICT機器の活用については先生方の苦手意識があると難し
いのかなと思います。また、強化によってあまり使うタイミング
がないのかもしれないかなと思う。

３：

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

１：

２：

令和５年度　大田区立大森第二中学校　自己評価　報告書

本年度は、１年４学級、２年４学級、３年４学級、計１２学級の生徒数４３３名（４月現在）の規模である。教職員は３７名（教員２７名、事務・栄養士２名、講師３名、スクールカウンセラー３名、支援員２名）で構成している。
本校では、小・中のスムーズな連携をめざして、小学校３校との学校間交流を協力して進め、授業研究・わくわく体験・体験授業・生徒会による学校紹介・小中合同ボランティア活動等の行事に取り組み、生徒一人一人の個性と適性を把握し、伸張を図っている。
また、学校支援地域本部により二中応援団としてさらに活動を広げている。部活動を始めとし、生徒の様々な活動の場で保護者と地域が連携し応援している。

大項目 目標 取組内容 取組指標 目標に対する成果指標 成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

「輝く校舎を目指して、校
内美化に努め、清掃活
動に取り組んでいる」と
アンケートで回答した保
護者の割合が８０％以
上。

４：
「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、生徒や保護者に対し、望ましい生
活習慣についての意識啓発を行う。

「体力向上や健康増進
の規則正しい運動や食
生活に努めた」というア
ンケートで回答した生徒
の割合が８０％以上。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

「体力向上や健康増進
の規則正しい運動や食
生活に努めた」というア
ンケートで回答した生徒
の割合が７０％以上。

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

「授業で自分の意見を発
表するなど意欲的に取り
組んでいる」とアンケート
で回答した生徒が８０％
以上

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

「授業で自分の意見を発
表するなど意欲的に取り
組んでいる」とアンケート
で回答した生徒が７０％
以上

「授業で自分の意見を発
表するなど意欲的に取り
組んでいる」とアンケート
で回答した生徒が６０％
未満

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

「授業で自分の意見を発
表するなど意欲的に取り
組んでいる」とアンケート
で回答した生徒が６０％
以上

４：

・学力向上への取り組みは、具体的に活動できているように思
える。
・「学習カルテ」を三者面談で活用していただけるのは親として
ありがたい。
・情報を発信する力の工場は重要になっていますので自身の
考えを文章化、さらにそれを相手にわかりやすく伝える練習を
していただけるのはありがたいです。併せて、情報を受け、さ
らによく考えて受け入れるスキルの醸成も重要と思います。
・学習カルテもITの活用が有効で教育者も習熟度を高める必
要があるのでは。
学習チェックシートは楽器ごとに知らせたほうが良いのではな
いか。これもITかな。
・学習改善プランはPDCAを意識して情報の共有を進めたほう
が良い。
・事故の考えを発表する機会は「気づき」を持つためにも必
要。
・「学習カルテ」を三者面談で活用していただけるのは親として
ありがたい。
・情報を発信する力の工場は重要になっていますので、自分
の考えを文章化、さらにそれを相手にわかりやすく伝える練習
をしていただけるのはありがたいです。併せて、情報を受け、
さらによく考えて受け入れるスキルの醸成も重要と思います。
・補修については「参加すると部活に行けない」という声を聞い
たことがある。生徒によってはそれがネックになっているかも。
補修も大事だと思うが、わからないところを気軽に聞ける環境
づくりが必要だなと思う。

・いろいろと情報が多い世の中において、日常的な会話や集
団行動、人への思いやりの気持ちなどは大切なことだと思う。
・全体的によく取り組まれていると思う。
・きめ細かい対応をしていただいており、先生たちの負担が気
になりました。
・今後の長い人生の基本になる体力・健康につきお考えいた
だきありがとうございます。
・大変難しいと思いますが、不登校の生徒へのご支援・ご指導
をよろしくお願いします。
・小学生での生活習慣や学習のつまづきが成長するに津tれ
手大きくなってきます。小中教員間の情報の共有と観察が大
切では。
・クラスにおける生徒の交流が大切。
・大変難しいと思いますが、不登校の生徒へのご支援、ご指
導をよろしくお願いします。
・LINEなど見えづらいところでのいじめが増えているのでw、把
握しづらくなっていると思います。その中でできる範囲での指
導をして頂きありがたいです。

「学校の授業はわかりや
すく、基礎･基本が身に
ついている」とアンケート
で回答した生徒の割合
が６０％未満。

１：

「学校の授業はわかりや
すく、基礎･基本が身に
ついている」とアンケート
で回答した生徒の割合
が６０％以上。

２：

「学校の授業はわかりや
すく、基礎･基本が身に
ついている」とアンケート
で回答した生徒の割合
が７０％以上。

３：

運動会・合唱コンクールは教育活動のよい
発表の場となっている。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

「体力向上や健康増進
の規則正しい運動や食
生活に努めた」というア
ンケートで回答した生徒
の割合が６０％以上。

２：

「輝く校舎を目指して、校
内美化に努め、清掃活
動に取り組んでいる」と
アンケートで回答した保
護者の割合が６０％未
満。

「輝く校舎を目指して、校
内美化に努め、清掃活
動に取り組んでいる」と
アンケートで回答した保
護者の割合が６０％以
上。

「輝く校舎を目指して、校
内美化に努め、清掃活
動に取り組んでいる」と
アンケートで回答した保
護者の割合が７０％以
上。

規則正しい生活を目指して遅刻０を目指
す。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

個々の生徒の課題を踏まえ、学習環境を
整備しよりよい学級集団を作る取り組みを
している。

問題行動・不登校問題等にかかわる生徒
に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる生徒に対
して組織的に対応する。

３：

「学校の授業はわかりや
すく、基礎･基本が身に
ついている」とアンケート
で回答した生徒の割合
が８０％以上。

４：

「ボランティア活動等を
通して、思いやりの精神
を身につけることは大切
である」とアンケートで回
答した生徒の割合が６
０％以上。

２：

「ボランティア活動等を
通して、思いやりの精神
を身につけることは大切
である」とアンケートで回
答した生徒の割合が７
０％以上。

３：

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

自分の考えをまとめ論述したり発表の機会
を設けることで確かな学力の向上を目指
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

「ボランティア活動等を
通して、思いやりの精神
を身につけることは大切
である」とアンケートで回
答した生徒の割合が８
０％以上。

４：

3
75％

<生活指導>
・小・中学校間での生活指導のありかたを共有し、なるべく統一した指導の基準
等があると良いと考える。
。小学校の教員と情報を共有し、連携して指導にあたれるよう心掛けている。
・小中連携研修を通して情報共有をするとともに、個別具体的に聞き取りを行
い、段階的に指導を継続している。
・小中一貫教育の部会内で授業規律や児童生徒の情報共有を行った。
・小中の授業を見合い協議会を行うことで、それぞれの課題や連携して取り組む
べき事柄について共通認識を図ることができた。
<道徳教育>

<学校生活調査>
・特に取り組みや働きかけがあったという情報は把握していない。
・カウンセラーとも連携し、生徒全員との面談を行っている。
・課題を抱えている生徒に対しては個別に声かけを実施した。
<ケース会議>
・自分自身は意識的に取り組みを実施することができなかった。
・いじめ防止基本方針を確認するとともに、生徒の日頃の様子に目を配った。今
後も生徒の様子に注意して、いじめの未然防止、早期発見に繋げていく。
・いじめに関する授業を通して、人権感覚を養わせた。また、いじめアンケートを
通して聞き取りを行い、早期発見に力をいれた。
・休み時間に教室にいて生徒と日常的な会話をすることや、成績状況、出席状
況などを総合的に見て、個別に声かけを実施した。
<確かな学力>
・生活指導分掌会を定期的に行い、常に不登校生徒や生徒の問題行動を共有
し、具体的な対応を行った。
・不登校になった生徒のケース会議に加わり、今後の支援方針等について協議
した。、学年の教員と行ってはいるが、不登校委員会などがまだうまく機能して
いない。
・学校全体での組織、システムを再構築する必要があると思います。
・常に学年で取り組み、複数で対応した。
<学級集団>
・教室の清掃は徹底し、掲示物の乱れなどは毎朝確認をした。
・教科の授業だけでなく、学校生活のあらゆる場面で言葉遣いの指導、身だしな
みの指導などの声かけを徹底した。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

学習カルテを基に生徒と面談し、一人ひと
りの学習のつまずきや学習方法について、
指導する。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで生徒、保護者に知らせる。

４
86％

<学習カルテ>
・面談は行っていないが参考にして日ごろの指導に活用している。
・三者面談等を活用して、一人一人の課題と成果を振り返り、指導することがで
きた。
<ステップ学習>

<補習>
・取り組みの存在は認知していたが、特に生徒に参加するよう働きかけなかっ
た。
・特に学習に課題を抱えている生徒に対しては個別に声かけを行ったり、活動中
にどのような取り組みをしているのかを聞いたりした。
<授業改善プラン>
・主体的で対話的な授業に向けて、まず主体的に生徒が授業に参画できるよう
に授業設計を行った。授業に生かしているものをプランに書いている。
・授業改善推進プランを作成したことにより、本校の課題を意識して授業開発に
取り組んでいる。
<確かな学力>
・１学期に一度、自分の好きな歌について発表する機会を設けた。
・日ごろから自分の言葉で何かを説明する機会は積極的にあるものの、人前で
の発表活動は一度も行うことができなかった。
・理科の授業内で考察の書き方を実験毎に行っている。
・作品完成ごとに、作品の振り返りと周囲の人への発表（短いプレゼンテーショ
ン）を行っている。
・生徒に対し、単元のまとめの時間では必ずレポートを作成させ、評価材料とす
るともに、自分の意見を表現する長文を書く力の育成を目指している。

１：

２：

３：

「学校が出す文書、学校だ
より、ホームページ等は分
かりやすく、学校の活動に
ついてよく伝えている」とア
ンケートで回答した保護者
の割合が７０％以上。

３：
・学校・家庭・地域が接する機会は貴重だと思うので、中学校
生活・ボランティアを通して、参加できていると思う。また、職
場体験は続けてほしい。
・職場体験の実施にご尽力された皆様、生徒に社会に触れる
機会を与えてくださり心より感謝申し上げます。
具体的な計画や行動は見えていない。企画や推進方法につ
いて地域の人々や卒業生・保護者と話し合ったほうが良い。
・職場体験の実施にご尽力された皆様、生徒に社会に触れる
機会を与えてくださり心より感謝申し上げます。
・職場体験や職業人講和など、いろんな方から話を聞く機会が
多かったと思う。今年度初めての講座もあったと思うが、いろ
いろな経験をさせてほしい。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

「ボランティア活動等を
通して、思いやりの精神
を身につけることは大切
である」とアンケートで回
答した生徒の割合が６
０％未満。

１：

・これまでコロナの影響で活動する機会が少なかったが、今年
から例年に近い活動が行えるようになり、体力の向上に努め
てほしい。
・思春期で体系などを極端に気にして食べることを怖がる子が
出てくるころだと思います。また、運動能力の差も大きくでる年
齢でもあると思います。自分に必要な食と運動が考えられる
ようにご指導していただけたら幸いです。
自律させる意思を持たせる方法が大切ですね。
・食事のできるありがたさと大切さを考えられるように指導して
ほしい。
・健康と体を動かすことの関係を体感することが大切です。運
動の方法を教えるのに外部のコーチを利用する方法もあるの
では。
・時間を守ることの社会的な意味の理解を深めることも必要か
も。
・思春期で体系などを極端に気にして食べることを怖がる子が
出てくるころだと思います。また、運動能力の差が大きくでる
年齢でもあると思います。自分に必要な食と運動が考えられ
るようにご指導いただければと思います。
・運動部ではない生徒や運動が好きでない子が運動できるよ
うにできタラと思うが難しいのかなと感じる。
遅刻０については生徒本人だけで間然するのは難しいと思う

４：

3
77％

<授業公開>
・授業の振り返りとまとめを明確化することに努めた。
・保護者からのアンケートなどに目を通し、改善に生かした。
<授業改善セミナー>
・指導担当の教員に授業を見てもらい、アドバイスを受ける機会を多く設けた。
・適宜、指導に対してご助言・ご支援いただいている。
・校内研修会が相当すると思われる。
<研究・研修>
・セミナーでのアドバイスを受けて、授業全体の流れをスムーズにし、リズムの良
い授業を展開できるように工夫している。
・三年次研や特別支援関係の研修会、研究推進校の研究発表等に参加し、そこ
で得た学びを、自身の授業にも還元できるよう意識している。
・特に教師道場での研修は自身の授業力向上に大いに貢献されていると感じて
いる。
<特別支援教育>

<運動会・合唱コンクール>
・子どもたちが主体的に動き、運営に携わる生徒から、学級代表の生徒まで一
人一人が積極性を見せていた。また、合唱コンクールでは下級生が上級生を見
て姿勢を真似るなど学校全体として良い発表の場となっていた。
・運動会や合唱コンクールにおける経験は、生徒に良い刺激を与えており、教育
活動の良い発表の場になっていると思う。また、そのような場になるよう、事前事
後指導を行うとともに、当日は係分担等で積極的に関われるようにした。
・生徒の生き生きした姿を親御さんに見せることができるいい機会になっている。
また、先輩の背中を見る機会はその後の成長に繋がる。
・運動会はぜひ今後も現行のままを希望する。合唱コンクールも現地集合・現地
解散の今年度のやり方を継続していってほしい。

・特に運動会・合唱コンクールは中学校生活で思い出に残ると
思うので、やり方を変えながら続けてほしい。
・取り組み内容もよいと思う。
・運動会・合唱コンクールともに素晴らしかったです。生徒と先
生の一体感を感じられる場面は親としても大きな安心感を得
ることができました。ありがとうございました。
公開授業の評価は専門家だけでなく社会の中で教育を意識
する必要がある。授業の改善点焼き好きを教員間で共有する
方法を工夫することが大切では。
・運動会や合唱コンクールは生徒の社会性を自覚するうえで
役立っている。
運動会・合唱コンクールともに素晴らしかったです。生徒と先
生の一体感を感じられる場面は親として大きな安心感を得る
ことができました。ありがとうございました。
・行事等が行えるようになり子供たちのモチベーションも上
がっていると思う。また結果が悪くても誰かを批判するような
生徒がいないのも２中のいいところだと思う。
・個人的には運動会でのクラスごとの応援合戦が復活してほ
しい。

１：

4
82％

<早寝早起き>
・そのような月間を把握していなかった。校内においてはポスター掲示、また、給
食だよりや学年だより等を活用し、啓発を行った。
・朝の学活で声かけを実施した。
<食育>
・給食指導は意識的に行ったものの、教科における指導としては具体的な対応
をとらなかった。
・日々の給食指導に際に食の大切さ、いただきます、ごちそうさまの意味や命の
大切さについても指導できた。
・迅速な配食、給食指導を実施できた。
<運動習慣>
・部活動を通して、生徒の適切な運動習慣を確立させた。また、安全と健康を第
一に考えた体育的行事を実現することができた。
・部活動や昼休み等で、生徒と運動し、運動への意識づけを行った。
<遅刻０>
・朝の挨拶や普段の生活の中で無遅刻を促すと同時に、給食をしっかりと食べる
よう指導した。
・生活習慣が乱れている生徒に対しては、生活改善の個別指導を行うなどした。
今後も継続的に声掛けし、生徒が規則正しく生活できるよう促していく。
・予鈴遅刻者に対して聞き取りを行い、日々の生活の見直しをするように助言で
きた。
・遅刻が目立つ生徒には個別で声かけをした。

「体力向上や健康増進
の規則正しい運動や食
生活に努めた」というア
ンケートで回答した生徒
の割合が６０％未満。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学校・地域ボランティア活動の推進を通し
て地域・保護者との連携を図る。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

地域と連携して職場体験などのキャリア教
育や道徳地区公開講座などの教育を実践
している。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

地域教育連絡協議会において、生徒の変
容等の具体的な資料を作成して、評価に
必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

「学校が出す文書、学校だ
より、ホームページ等は分
かりやすく、学校の活動に
ついてよく伝えている」とア
ンケートで回答した保護者
の割合が８０％以上。

４：

3
72％

<情報発信>

<地域教育連絡協議会>

<学校地域支援本部>

<キャリア教育>
・地域との連帯により、多種多様な業種の職場体験の機会を生徒に提供してい
た。また、その後の事後学習においても多くの学びがあったように見られる。
・2学年では職場体験を実施し、地域の中にある学校という意識を生徒、教員と
もにもつことができた。
<ボランティア>
・検定のサポートや花壇や図書館の飾り付けなど、PTAを中心とした地域の協力
に感謝しています。

「学校が出す文書、学校だ
より、ホームページ等は分
かりやすく、学校の活動に
ついてよく伝えている」とア
ンケートで回答した保護者
の割合が６０％未満。

１：

「学校が出す文書、学校だ
より、ホームページ等は分
かりやすく、学校の活動に
ついてよく伝えている」とア
ンケートで回答した保護者
の割合が６０％以上。

２：


